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I994 ＼7 月， 大西 洋中 央海 巓 とヶ イント ラ ン スフ ォー ム浙 瓠 とか 会 合す る酉 ＭＡＲＫｊ・ｓIこ

おい て，j眼 拝4 単 技 術 セ ンタ ー 「よこ す か／ し ん かい65 闃u に よ る地 球 紬 硬観 測を 主な目的 と

し たｕ 米濱|司祠 豈かir わ れ た． 小論 では ，紺 水 簡 春齡･こよる 活ト ラ ン スフ ォ 厶僣 と海 僣後 合

佃 の ２サ イトに おけ る11 径奴 測 の調 奄Ili果に も とづい て ， テタ ｝ｘ 。夕ｘ 夕４ ルの 移化 謙式 と

地伺 変必 プ ロセ スの モデ ルに つい て懈rl する． 猥 点!j. 海 嶺 軸 火ll・ 刎 舌１ラ ン スフォ ームに

よるr 引 き ずり 』を 受 け た祿 相 を呈 し， 爾 嶺 －ト ラ ンス フ・ 一厶接 合 細のj;a所 テ クトニ クスを

特 徴 づけ てい る こ と であ る．

魴 節海 淵 と内 角高 地の 皮|部 こつい ては 海 嶺齢 にお け る分 笳現 象や 海嶺 軸を 沈降 させ るr 冷

たい マ ント ルj の 存 在を 包 含し たテ クト エッ ク モデル か 必要 とさ れる ．

キーワード：中央海嶺．活火山帯、活トランスフォーム帯．断層ガウジ、ネオチタトヱクス
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Active  Tectonics at the Mid-Atlantic  Ridge/Kane

Transform  Intersection (WMARK)
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Ia) order  to complete  geophysical  measurements  and  to elucidate  tectonic  style  and

process  at the ridge/transform  1 ntersecti on o (M  id- A tlantic Ridge  " i th western  Kane

Transform  Fault,  "WMARK"  . sutonersible  obsevations  have  been  successfully

conducted  In July  of 1994  by  the Japan-U.S.  cooperative  investigation  program.  As  the

results,  axial  neovolcanic  zone  shows  a dragged  orientation  affected  by  active  dexO  al

transform  fag I ting. The  characteristics  of localyred  deformation  form  the  remarkable

tcctonomorphology  of both  the  inside  corner  high  and  the  nodal  basin,  presumably  due

to  iistnc  normal  faulting  at the  terminal  ridge  segment  above  an  uplifted  cold  mantle

Key  words: Mid-oceanic  ndsre, N ≪ovolcanic  *one.  Active  transform,  Fault  souge.

Neotecioiiics

１ ．は じ め に

中部大西洋北回帰躱付近のil 海 眼MARK 地 域 では大

西洋中决海倣(MAR) と ケ イントランスフォーム断層と

が会合し, 年 間約1  ― 2 cm 程 度 で比較的遅い拡大軸を持

徹づけ る巾椥|地 溝僣 と活火|』|帯 がttlSOkin 隔 雌 Ｌ てぃ

る(Ｍ ｎ ．東西２か噺の海嶺／トランスフ・ － ム斯肝の

結節点(ＲＴＩ)は, そ れぞれ. 東 ＭＡＲＫ圸Ｋ 及ぴ西ＭＡＲＫ

地区 と呼ぱれてぃ る.11111者の 地形・地質楠造は，頚1;1し

ている ものの相違 もみられる．この点は今後，調査SF 兇

の恷点となってこようが，今II･|の 報 告では触れない． 束

ＭＡＲＫ地|淵丿大西洋･II央海 嶺のな かで も最 も訓 査が逗

んでおり，地彫・地貿・地球物哩データか多い．同地【乂

は，海嶺がホ115.300m を 超 える深度にある一一方，ＲＴＩの

内 角側{j 水深5,100m を超 える結節海濶ICNoda} Ｄｅｅｐ} と

水深2,0脯I・ よりもilい内1･|高 地(Inner Ｃｏrller lligll)

が隣 接 する特 男な地 彫をなＬ てぃ る． 】994sI;？Jj， 内

MARKJfcK のＲＴＨ サイト１) とその 叺Jj‘近 嗜( サ４ 卜

２) の 両,翩査地峨 で．海洋科･？技術センター｢ よこすか

／しんかい6501J に よ る地球物理観測を1-JUiとし た|| 家

輿[iii.叫査が行われた．{ 廴んかい651}{}｣の潜 倣,翩壼は．叭

20 】i怦航から笛215 潜 航 まで.r･ 定 さ れた151111の すべ てが

実施された{ 藤 本ほ か.199･lh ここで11. 活誚ja とし て

の海嶺柚 火山とトランスフ ォーム断層に つい てテクトニ

クスに鯉点を絞って≪<■?する．

２．溜航飼査鏑果

２． １　 西ＭＡＲＫ－ＲＴＩ{ サ イト１}

サ４ 卜ｌでは. jfCMARKJtK と｢iil檬 に トランスフォー

ム断層の急雌で1 哨;地 鮫眺成l‘;の 露小が予想されてい た

か．複歓【j!|の 断 層横断詢査に よって もこ うした塩 基性ｎ

昨の露頭はａ めら れなかった．なお，諦細はjFII吸 す るが．

お よそlOMa の 年 代と植 定さjILる 変質 玄武η の急ｌ で東

ドがりの釿層条綿か観察され( 第204 潜 航．水深3,949m) ，

トランスフォームに よる右推ずれに｢倔側が脆起 し北鯏が

沈降する卜|･'成 分が1･jl随 し たことが確認される．|;･ド|淀

分に つい ては. 呪 在のPiMARK 結 節 忿他の沈降を示すと

い う解釈 と，この 部分の海洋地低が形成された｀li畔 の家

MAKK 地ﾚ( に お け る内 角高)１ の鳬起に 伴ｉ もの とい う

解釈 か･･1能 であ る．断助の活動 年代が不Iり|であるから即

断は できないか. 襾ＭＡＩｕ《地ljくの現結節盆地 との比 高か

ftl.flOflmに達 するjii妓rlllllrliで 觀察され たこ とから，峻

li･のI･1能 性 か高い．

現在の巾刺|地 濤儡は.ftlil･ 1 1･･|の 譛･Ilij‘i杳か実施 され

た.121JI 岐 び21〕5潜 航に よる推断,到 杳の結鷽を訥 まえ



Ml　 ＭＡＲＫ 地 域 の 地・li 遣 概 念 図． ケ イ ン １ラ ン ス フ ォ ー ム断 層 と|陷ﾋ 両 側の 大 西Sy･11央 海 戦 との 交塾 現 象 を特 黴づ け る 変

鈿 筵 Ｓ 碣 造 とし て ．拡 大lll紬 谷( ＡｘialVall 叮) ． 粫 絹 火 山 帯 ＩＮｅｅ丶･olcarric Ｚｏｌｅ). 結 籘盆 地( Ｎｏｄａｌ Basin). 内 角 高地

(Inner  Corner  High),  h ラ ン ス フ ｔ － ム 磚ja 谷( Ｔrallsfor ｍ Valley).･II 央 檮 政海 嶺gMedia11 Rid8eMal 翁 ト ラ ン スフ １－

ム に沿 う 横 断 山 脈( Ｔｒlllsｙｅｒｓｅ Ridge) を 示 す． 図 中の ２ つ の111央 構 造 海 嶺lj. トラ ン スフ・ － ム 構 造 谷 か ら派 生し ， 紂

の 矢 印 で 示 し た １ ラ ン ス フｌ ―ム 越 仙 の セ ン ス で 各 々東 四 に111ぴ てい る ．ＲＴ ；函 嶺 － ト ラ ン スフ・ －ｊ,交差 ．ＲＮ ：ｉｉ

嶺 一固 着 ト ラ ン ス フ ォ ー ム 交差･  Tucholke alMI SCho ｕtell{1qSSIを 一 部 修 正 し 跏|篳

Ｆｉｇ.}Skeldlmapidenlily ｉｌｇｐrｉｎｃｉｐａＨｅａtｌrlSOflheKalletra 心101･ｍ at  the Ｍｉｄ･Atlantic Ridge axis. The t ｗｏ median

-ｒi(ｌｇｅ segments are  connected t ｏ the ｌｒａ喝fQr ｍ valley walls. Ｒ０４ｇｅ'110a“tｙａｌｓrｏｎｎ ＣＲＮ)ai χl e叭･aled ｒi匈ｅ

-trallｓforｍ{ ＲＴ} ｃｏrｎｅrｓ 01 1he ilid･AIral 丶liC Ridgeｓ ａre indicated. Paired ａrrｏｗｓ Sboｗ dexital sense ｏｆ shelT

勍ｏtｉｏｎ ≪long ｌｃｌｉｖe lrallｓfol･ｍ. Aft ｅr Tncholke ａｎｄ Ｓ（ho ｕｌｅｎ{196S}w11111slighl 勍ｏｄｅｌｉｃａt１０１.

て，第206 硅1航 では，プレートの拡大･11･c･と考 えられ てい

る海嶺仙火lll僭に ある狐立峰 からトランスフォーム断 層

に向かって粫Juj火 山 愕を雌走す る地 形地貿調 炎を 行っ

た．この孤立昨は．海而からのマルチナローピーム精密

洲深では水深4,s00miii 後のiQiまり であるか，今11 の潜航

に よる実地調査で. til剛al;lj幅34〕ｍ 確度で北ｔ 西一附|軸

呶力向にのびる狄jを４･火|| ピ ７ 卜になってい ることがIsj

ら かになった．ピット内ｌ の側壁は 新鮮な玄式i'1とそ の

畤屑鴇からなり，｀|御! で泥質火1,11 の 両 圓は東西 とも玄

武 岩の!i!鍬 を 切るごく新しい低断層li!であ った(p123.

い く つかのI淑 叫件ないし1ﾋ 内 一南嗷･み向の邉|;ljを し め

す階段状IM 切断層に よ･, て海 伽轅の逗るlf11きか鹵 から|･j

東へ 除々にかjｺ り，覗海勧軸火IllR のIll* も次 第に深く

なる．これらのIM 切断刎は，ほ とんど嶇11･:の麗 峨を もつ

ことg 写 臭１} か ら．断層而は11JI で あ り．変俺センス

lj ，「よこすか｣の マルチナローピ ーム洲深|詞に よる|||稜

抑 の分布パターンから，11:奮 剞1友分を印うfl･槇 ずれであ

るとll 竃 される．

海嶺勧火山411を 水裸1.800m 地 点 から槇綿伝いに 南'ド

すると，j11搨 の冠郤には高角の断層が並逗し．釿層!iﾐを

蜃 うように，より若い溶岩チ・ －ブが引 き111ぱ されて滝

のように流れ落ちた跡 も随所に観察されたC 写真21.

こ の状祝は．１ランスフォーム断肘に接近するにつれ

て徐々に透明度が'F がり，溶岩表而に堆槓物の縊鰔が認

められるようになるほかは，変化がほ とんど認められな

かり た．

この海倣活火|||倔は トランスフォーム断層がつくる断

ji!絶 壁のやje 干 前 で．突然枷|艮い海底谷に 切られるよう

にして終わっている.'I 唱!な 谷lllj 泥 貿 であるが．陥没

による円筒形の穴から未固結の譌状泥食廖縫物が観察さ

れた{写 真３}．陥没lj. ド 位に ルーズな不淘汰j,il旅 堆 睹

物があ り，内部でi耻水の祁茹がｇこるとサタションが黝

くのが原閥であろ う．なお．新川火Ilt£における第201 ，

205.2 皈 抒航楡ぴに結節湘淵における第2{}2. 20冫潜航の

各潜航,哨査を通じて熱水活liluがｇ こっている徹I似丿尽め

られていない．



図 ２ 海 倣 軸斬 刈 火 山 帯 にあ る孤 立 峰( 水 深 約4,800m) の 隋

念 図． 火ロ ビ ット の 南 側 は 高 角断 層 に切 られ ．１本 に

な っ た梅 嶺 の稜 線 は右 榠 ず れ を 示 す

FS*.  2 Schematic ｓｃｅｅｎｅrｙ Of twin ｐｅａｋｓ ａt lhe a χia】

neovotcanic zone. An E-W trending high-angle

faｕlt cuts the ｓｏｕtherｎ flank, sho ｗｉＱｇ r4ht-lal･

ｅｒａ】offset of tｈｅ axial summit line ( ｃａ ４,恥Om ｗ.

d.).

２ ． ２　 １ ラ ン スフ オー ム （ サ イ ト ２ ）

東 Ｍ ＡＲＫ地 区 に お け る 髮 痾 の 研 究 （ た と え ぱKarson

li か ，1987 ） や 米 仏 共 同 沿 航 飼 査 に よ る 観 察 で は ， 東 結

節 海ll に 面 し た 内 角 高 地 の 斜 而 ’F部 にlj 変 質 ハ ン レ イｇ

や 蛇 紋l: の 総 頤 が 報 告 さ れ て い る ． その 類 惟 と し て ， 西

Ｍ ＡＲＫ 地 区 で も, 結 節 海 淵 及 ぴ そ の 束隣 に あ る 内 角 商 地

南 斜 面 下 部 ｛ ｝ラ ン スフ ォ ー ム 断 層 の 急 趣 ） に 翩 塩 基 性

ない 廴塩 基 性 縢 成ｎ Ｓ の 露 出 が 事 凾 に 期11 さ れ てい た ．

し か し 実 際に は 玄 武y1 以 外 か ら な るQ‘;餉 の 露 出 を み る こ

と は な かり た ．

今lilの ケ ４ ン ト ラ ン スフ ォ ー ム断 冊 の 断 層li!は， サ イ

ト １で は 第匐1 ，203.204.2 弱.21519 航 ， サ イ ト ２ で は

叭218 ，2e9.2j2 ，214 潜 航 の 各 潜 航 調 査 で 覦 察 さ れ た ．

な か で も 第209 潜 航 は 典 型 的 か つ 活 動 的 な ト ラ ン ス

フ ォ ー ム断 層 の 捐 断 を 主「| 妁 と し た 淋 航 で あ り， その 鈷

果ll ら れ た棍 式 的 な地 質 断 面 図 を Ｍ ３に 示 す ．

サ イ ト ２ の ヶ イ ン ト ラ ン ス フ ォ ー ム断 層4j ， ア フII ヵ

プ レ ー １ 側 に あ る 内 角 鳥 地 の| 琲11111 認 と 北 ア ｙlj カ プ

レ ー ｝側 のljj゙い 【約 ８ Ｍ ａ】結 節 盆地 であ る ’|゙坦 郤 との 閥

に あ り ，全 休 で も そ の 帖lj 約 】km で あ る ．と くに 活ＩＭ Ｅ

が 高 い とみ らll る 断 肝 帯 の 幅 は ．Ｍ ３ の 斜 線 部 分 で 示 さ

れ て い る よ うに. 】eOm 程 』曳で あ る 。lj』蒭 斜liiの ド 郎 は･|゛

妲 部 と1111歸 に 細 腕 な軟 泥 で 槻 わ れ てい る が ， 人･lヽ の 低 断

層li!が あ り， 小 崩 壊 し た 部 仕 で は 粃 粒 ４･斜 面 堆 価 剞 や 破

砕｛;1の ガ ウ ジ ｛ ぷ|嵋結 の 断 層 破 砕 物l か 観 察 さ れ た ．

弟209 潜 航 の ル ート で り 中 央 部 に あ た る 傾 斜 変 換 繃f･1

近 を 壇 に| 乙部 で は． 八頭 人の 玄 武1 ’:峺 か ら な る 雌 雛 が

ローマJllltの 詬骸退昂のように斜而を延々と覆い尽くし

てい た．大小様々な斜面朋榎や涓・ 段食が起こってい る

が，テク} ａ･ ，クな変形はほとんどみられない．一方，

傾斜変換掴付近 では，斜而と1よ逆向 きの低断層lilと細 長

い瀋状IU｣也が発兄された{写 真４，５，６}． このような

変動地形は，陸上で活動度の高い槇ずれ活断駟でしぱし

ぱ観察されることから，現在横ずれ活劼が最 も活仙的な

主断層と判断される．さらに断ｌ 露頭は まだ很錐に覆わ

れていないため，ごく最近の鮑誤断珊である可能性 があ

る．

この逆向 き詆断層al に は赤褐色や緑色か斑状にま 匕っ

た自色のガウジか露出し．右楹ずれの変位センスを示す

内郤桾造が観察さj1 た ．

こうした活断層露頭は，狄く細 長い小丘や小地濤の圜

甓にゐたり，新鮮 でネバネバした断明ガウジを刹'つ てい

る．このような断駟芻;碵 を伴う圜著な活断層地形は，サ

イドスキャンソーナーＴＯＢＩの イメージデータに より，

トラ ンスフ ォーム儖中央構造海{fit (Median tectonic

ｒidgl) と内 角高地 とを墳 する谷筋を経 てサ イト１まで|･|

瞭 に 追跡できる.

III央構ja 海 巓は，６ともと断観帶の地下深部からの ダ

イヤピルで形成され たメラ ンジュと推定 され. mu 潜

航 で蛇紋岩化したぺりドタ４ 卜のテタトナイトが探 襲さ

れた{石 塚ほ か.1991. 中 央膀造海嶺では．内 角高地か

らしか供靴され得ない海嶺玄武;'1の 崖 錘が．比 高妝百ｍ

を超える断層谷を隔てて．しか もltillliに 分 布すること

か確認されたことから，右横 ずれセンスで変位してい る

活碑造とみられることはり|ら かである．実際，･ll臾構 造

海敬は貳増で内角高地 と機 合し, 断 層鞍 部となっている．

とくに巾央構疋沌嶺と内 角il 地の顧合郎で断助ガウジを

採取したが{ 鄒21 妲1航} ， 深海底で口俔観察 と合わせ て

活断層迦逎からガウジの楓 本が得られたことは，ll.･Ｗ で

６初めてのft 磴な成果である.

lll央構 造海嶺の.|匕匍芻111j･II叙 では．細14 い 溝 栽1111地 と

は逆にガウジか断層崘19 儲 からはみ111す よ うに畝歌に盛

り| ごがり て連続していた．こうしたi毒や畝は．樌 ずれ斷

糎の破砕靨の発迷に伴って地 ドでフラワーC 忙弁) 構 造

と呼ぱ れるデａ－プレ.．タス構ja{ 断 層ji の 分岐 呎附彫

麹のｰ･械1 か形成され ている&1 儁 とみられる．フラワー

槇造は椣 ずれ断層の11111111;や1111 郎 での ひずみの解哨に

|陷 系し て形成されるとうえられ ており.j･･i所 的な柚縮碵

で!j 分岐断層か逆断刈I成分をfl'うた め盛IJ llか り．仲長

縫で1まII;.断 層1政分にｌ り濤耿Eこくぽ む．･|･火構心海嶺は

恥縮性ク)λ 呪臈なもの といえる{II か 冂.



図 ３｢ し ん か い6500J1209 潜 航 に よ る ト ラ ン ス フ ォ ー ム 横 断 プ ロ フ ァ イ ル ． ａ ：ItMARK 接 合 卻 で 涙 成 さ れ 移 動 し て き た 古

い 結 節 海 測 の 厚 い 網 観 堆 積1 氤 ｂ ： マ ン ト ル カ ン ラ ン 岩 起 煉 の 蛇 紋 岩 ，ｃ ： 蛇 叙 ａ と 玄 武ｌ か 角 礫 壮 に 槌 合 Ｌ たｌ 層 破 砕

噐 ， ｄ ： 逆|;,1き 胝 翦 助 崖 と 小 皿iIS. ｅ: 軟 弱 な鬮 輟 ガ ウ ひ 靨 ， ｆ ： 畩 ０ さ れ た 古 い海 嶺 玄 武 ｇ ，ｇ ：・ ｇ し たａ 雄 性 堆 積

紬{ ６} に 獏 わj1 る 豹I 叩 万jlllil の 梅 嶺 玄 政1･ Ｍｖ). 整 盤111S 出 し な い ．． ｈ ： お び た だ し い 玄 武・ の 転 石 か ト ラ ン ス フ ォ ー

ム 谷 の 上 部 斜 而 を 覆 い 尽 く し て い る ． ｉ ： 内 角 高 地 の 谷| 』劭･ ら の 出 口( 緇 篩ｉ)

Fig. ３ Ｇｅｏｌｏｇｉｃ ｐroli 】ｅ ｌｃrａｓｓ ｌｈｅ acti､･e11･ansform ｚｏｌｅ ａt West MARK. BQI ωln lopcgrlph ｙ ａｌｄ sｕｂｂｏttｏｍ 】itho】ｏｇ３･

ａrｅ based ｏｎ ｌｈｅ result of SubnaeTsible 'Siinka1 6500 “ Dive 209. ａ: Very･1111e- ｇyｌｉｎｅｄ ｓｅｄｉｍｅｎ咄 ｄｅｐａsEtldillhe

fonller ｎｏrｄａｌ deep ｌｌ Ｅａ就 Ｍ Ａ ＲＫ ＲＴＩ，b: Serpeotinized mlllle- ｐｃridolilei c Crushed ｌｏｎｅ ｏｌ ｌｌｉχture of

serpeiHinites and ｂａｓallｓ､d: Ｆａｕ11 nick {r ｅvｅrｓｅ faced fault scarplet alld narrow lr ｏｕgh3. １: Soft go ｕｇｅ zone. t

Ｏ 】＆r ba 聞11 ｓ{fairly fl･acutured),
 g: Solidified debris ( △'ｓ) ａｌ

ｄ underlying 1 Ml bl ｓ111ｓ{ ｖ'51. Ｎ ｏ ｏｕlcr 叩of

bedl･ ｏｃｋｓ､h: 711e upper  slope ａrｅ tｏta115･ ｃｏｖeied b5, １ｂｅ basalt pedille111j: An 01111el fr ｏ･n the 111111 ｒ RT Ｃｏｎｌｅｒ

High.

図4　111 失搆 辺 海 戡の 創 成 タ クトｘ タ スの 皎 人Ｍ
ｏ ａ 冐I･扠 ず れ断 層 が 左

喊 什す る 場ａ は 末端 やla 郎 に騙 縮牋 が 生 む， ｂＯ ｌ･嘔

行 する 場 介 は911長駲 かｌ 成 さj1 る．ｃＩヶ イン ト ラ ン Ｘフ ォ ーム 断 削la い の 中 臾櫑il 誨 巓1･r返 の 睛辺 陬冫 図 。圸 ドでjli嘸｡

1μ,･槇 ず れ運 員 の 歿 蠢g デ ュープ レ･
ツク 削 によIJ フ ラ「7－ 哨 造 か

で きる とい 弓 そ テ･１

Ｆｉｇ.4 Silnple ｓche111alaio ｒｌｅｃｌａｌｉｃｐrｗiiｓulMedia11Ridg ｔf,yrｍａｌｉｃｎ. ａ）I.ｅｎ-ｓ4e呷ｉｎｇｄｅｘlralaalllｓｃ肌自 ｓヽhoｒtni 囑

and  positive l･eliel alllal呎 ＱＱＩ･ｌａ川illg l。･1111111ｓ. 。･11e睥ａｓb 】Right stepping de ｓlral g,11eｓ I･'CSllll 1n eχle11ｓio,l alｕI

Ilegaliｖe relief. ｄ Slrikt*･slip ｛111pleｘ 111・lc1 11,「lh ・MI･dia11 1111 吮iollle We ｓt ｌｌＡＲＩくａｌｌｅ９- |丶陥itivｅ ｎ･nvrr

ｓIrllcllrｅ wilh left ｓlep deｘlrill f;11111111M iｓ plIobilbll･ 1111dcIlglIｕｕIｕI.
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３ ． 議　　 魏

上 述 の よ う 仁 今 回 の 一 連 の 潜 航 膺ilE に よ り ， 典 型 的 な

横 ず れ 断 層 と 兄 ら れ る 部 分 の 表 層 構 造 に つ い て は ， 臘 上

で み ら れ る 大 貎 暁 な 横 ず れ 活 断 層 と 恭＊ 的 な 違 い は み ら

れ な い こ と が 明 ら か に な っ た ． で は． ヶ ４ ン ト ラ ン ス

フ ォ ー ム 断 層 の 活 断 層 部 分 の 西 端 は 海 嶺 や さ ら に 西 方 の

固 結 断 層 と し て 非 活 動 的 に な っ て い る 部 分 と ど の よ う に

梭 し て い る の か ．

一 般 に 槇 ず れ 断 陋 の 末 端 の 消 減 機 構 は ト ラ ン ス フ,r 一

ム 断 層 で あ る か 否 か で 禺 な り ， 活 動 的 な 部 分 全 体 に わ ・

た っ て 変 位 量 が 変 化 し な い ト ラ ン ス フ ォ ー ム断 層 で は 淘

嶺 やii 濤 に 転 化 し て硝 滅 す る と 説 明 さ れ る ． ケ イ ン ト ラ

ン ス フ ォ ー ム断 層 も拡 大 躱 を 切 浙 し 隔 離 し てい る 大 規 模

な樌 ず 九 浙 層 で あ り ， 海 嶺 に 欄 絞 す る 断 廻 末 端 部 の 表 層

で は 何 ら か の 伸 張 構 危 に な っ て い るgJ ず で あ る ．

ＲＴＩで の 潜 航 調 査 結 果 か ら み る と ， 機 合 の テ クト ニ ク

ス は 結 節 盆 地 の 非 対 称 な 沈 降 と 内 角 高 地 の 形 成 ，・ ぴ に

海 嶺 軸 （ 活 火11j・ の 地 形 的 高 ま り ） 末 端 の 東 側 へ のr 引

き ずll 』 で特 徽 づ け ら れ る ． 海 嶺 軸 か ト ラ ン ス フ 常一 ム

断 駟 に 引 き ず ら れ て 南 東 方 向 に な ぴ い てい る よ うに み え

る．こ れ は.  RTI に 向 か っ て 鉛 直 主 応 力 か 減 少 す る と 同 時

に ， 断 層 末 増 で は ， 水 平 最 大 主 圧 力 柏 か 四 柾 す る よ う な

応 力のili 配 置 と ， 断 層 瓸iの 急 激 な 方 向 転 換 が 起 こ っ て い

る こ と を 示 し ， 断 層 全線 で 変 位 ベ ク ｝ル か 均 一 に 分 布 し

li 存 さ れ て い る 点 だ け か ， 一 般 の 槇 ず れ 断 層 と 異 な る ．

と こ ろ で 結 節 盆 地 の 形 状 に は. （Dll 爿 称 で 内 角 側 か よ

り 深 い ， ② 少 な く と620 －30km に わ た っ て 海 倣 軸 ま で

も沈 降 し て い る ， ま た ③ 内 角 高 地 が 隣 棣 す る ， な ど の 符

瞰 が あ る ． こ の 事 実 か ら ，･|･粕 谷 末 端 に あ る 結 節 盆 地 の

形 成 に つ い て は ， 海 底 か ら地 下 に 向 か っ て 傾 斜 角 が減 る

断 肋iiiを もつ リ ス トIJ ツ タ断 層 の 存 在 が 想 定 さ れ ， 遅 い

プ レ ー ト 拡 大 飜 に 共 通 す る･11軸 谷 の 形 成 に 牛 地 躊 と よ ぱ

れ る 一 種 の 伸 張 テ ク ト ニ ク ス か 局 所 鈞 に 献 複 し てい る と

説|りlさ れ る （M5j.

現|IS 戊 で 議 論 は 確 定 的 で な い が ， 低 遠 の 海 底 拡 人 柏 が

ト ラ ン スフ ォ ー ム 断 層 との 接 台 郤 に お い て 珠 に 火lll活 飴

が低 調 と な る 傾|;j』か あ る な ら ぱ, プ レ ー ト 運XIJIの 調 節C 拡

人 漣 度 帳 匕lj 合 わ せ 】 は断 層 訊･勁 が 扣 ・ て い るlil能 性 か

考 え ら れ る. つ ま り ，ＲＴＩで は 局 地 的 に マ ン ト ル が 冷 た く

て マ グマ の 生 」＆ が 抑 制 さ れ 蒔 い 地 殻 し か 形 成 さ れ ない た

め. 地 形 的 に は 巾 軸 谷 の な か に 盆 地 が で き る こ とに な る ．

さ らに ＲＴＩて・lj節 海 浤|と 内 角 高 地 か セ フヽト で 彩 成 さ れ る

gilｓ 冫｜ ア11 - ？’し ー|, ダ丶4sI旨jきｇ やjfiiligilllli.-４φl マ

ントルは嶐違ilせ ざるを得ない ことから．拡大柏鰐に哦耨

したりス ｝りツタなIE 断 層による半地溝が発達する． そ

の際に上盤 の盆地か傾動沈降して海淵が形成され，剛時

に．断jlliai上 部 は荷重が除去されるため釿層沿いの ド`懷

表層はより貉ま已するの であろ う．

活トランスフ ォーム靨末端では トランスフ ォーム運動

に結節盆地の沈降運動か重 複してい るため，斷用迎茹の

センスは正断層成分が右槇ずれより も優勢 で，大規模な

斜川崩壊地帯となってい る［第215 僣 翁］．釟節盆地のな

かで も内角高地側がil いl堅山は，･11柮 地 溝帯末晧におけ

る非対称でりストリ･y 夕な正断層凾鷁に よっ て，東に傾

勁した凖地濡 が形成されてい る可能性 が考えられる．そ

の場合，凖地榊の側壁には トラ ンスファー断層か形|友さ

れる必要かあ るか! Ｔ ｗiｓs and Ｍｃｏｒｅｓ, 1992）， その役

割はケイントランスフ ォーム断層か担ってい るの であろ

う．

図６は，中軸 谷に 凖地溝 が形成 される作豪仮親的 モデ

ルである.RTI で と くに火成活飜が劣勢にな れば, プ レ ー

1･拡 大 迫度のj;3地 災常 ｛とくに低速拡大｝ が伝播性拡大

軸の形成やトランスフ ォーム隔曜の咄大を もたら す可能

性 もある．いずれにせ よ，このテクトニ ックモデルの検

証には，學地濡 形成に不可欠な デタッチメ ント加iの 存在

を確認することが課題 である．

４．ま とめ：西ＭＡＲＫに おけ る海嶺 と トラン ス

フォームの接合テク１ニク ス

｛11 梅 嶺痼火||11よ， りフ ト１ の断裂 と火山活鈿が同|IS･=

ま た は 交万に 起 こってい る制 れrl 火|||で あlj ， 枕 獸 や

チｓ－ブ状の溶宕を上体とする.ili 嶺 軸近 膸では活鈿的

な りプ ディングを示すテクトニ･y クな変形運動C 断 層や

1111） で形成された急頡が発達 し，φ:･ドには．お びただ

しい雌糾胛|ﾓ火|||角 喫 か分布する．

悶RTI の 潜 航調 食でﾐj 熱 水活鈿 は 杖総されな かっ

た．たった３回の柵航釧査では 川|断 できない ものの，海

畝軸 火III耆 ぶ瑜 では上,k:の よ うに・ 発な断 裂ａ 鈞 とは 紂

黯的に．現 ″11火|||活 動 は，やや低.渊で活動間隔が長いI･「

隨性がある． この ようなタ クトこ･7 タ スタイルは 海嶺紬

におけるプ レート拡 人湟|曵かilT 】で 』.a所的 に遅い こ とを

||乱IQす る，

印 西ＭＡＲＫの活 トラン スフ すーム411で は, 断 層ガウ

ジ疂かよく発達し， 扁･l゙ 嗜 のliIc貮やII･|転 ら 健められ た，

顕 裡な槇 ずれi刮ijlのj11711とし て.111 鮮 な 変動徹地j9 ｛ja

i113 かみ られ． ぷNil*,1汐･断 層ガウジが観穣･採 収 され た．

この活 トランｘフ ォーム倡 では植ずれ運動に ヒもなり て



図 ５　 西 Ｍ ＡＲＫ 海 嶺 ト ラ ン スフ ォ ー ム 接 合地 域 の 構 造 閃 。WMARK 地 区 に おけ る 活 隣 造 の 分布 を 示 す 概 念 岡。活 動 的 な ト ラ ン

スフ ォ ‾ ム断 層 の 末 咄 郤 で断 刑 面 の 忽 激 な 方向 転 換 が起 こ り、 海 嶺 軸( 太Ｖ字 列) が ト ラ ン スフ ォ ーム 断 明 に 引 き ず ら れ

る よ う に な び い てい る 。 ト ラ ン ス フ ォ ー ム 帯 に は 人い 傍 点 を 付け た

Ｆｉｇ. ５ Tectonic ｍａｐ of West-MARK ridge'tra11 ｓfOml intersection. Active ｌｅぐtｏｎｉｃ features ａrｅ shown. Change  in

ｏrｉｅｎtａtｉｏｎ ｏｆ ａχia】trend of tteovolcanic ｚ011e (Ｖｓ゙ａｎｄｖ'S)indicat ｅｓ 4 dr ㎎gi 昭 ａＯ ｈｅ weSt ｅrｎ ｌｅrmillat10110f

tllanｓrｏｎｎ【ｓolid dotted 】ｉｎｅ)ｉＩＵ ｈｅ Ｗｅｓt MARK ａｒｅａ
、

図 ６ 結ｉ 斌｣皀の 彫|友モ デら ． 儲|Ｍ 匕の た めl･|着ト ラ ン 弌フ ９－ ム 側{ 掏ｌ 覦 内S 嵋 の 持 畩 は?i 略 し た*  ai ≪り}は 本 文参 照

Fig.  6 1･lalf graben ｎｌｏｄｅｌ ｆｏrａｓ5･111111elllica1 111011phllkl町111.dal ＆elll ill N,3dal Itasin. 1 咄･1111･ｅｓ 111 N011-lrlllｓlol･111 side

are l･111111ｑd fc,1･ simplicity- Ｓ･2 1cｘl for ｅｘ131alla114,1丶.
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地下でデュープレ･yタ ス構造が覧達していると褊定され

る．とくに地羅で喟欷凹地か形成されている部位の断而

構造は利i番悖のフラワー構造であると徽定される．この

躊はときに表眉眤賀髦椏物に墅われるが，地下水随によ

るサクションが作用し陥没孔が形成される.

141 今回の一連の潜航調査により，活トランスフォー

ム靨 と海嶺機合部の両サイトll:110km程 度の範叫でテク

トニックスタイルの遷移が認められた．すなわち，南北

性のiE断層が顕習な海嶺巾軸郤は伸張テクトニクスの増

であるか，ＲＴＩに近づき海嶺軸が北西一南東方向に転|;i

するにつれて右横ず沈虜分か嚶大する純粋剪斯の鳩とな

り．ついには．括トランスフォームの小純剪断帯へと移

化する．

倒 梅樹－トランスフ ．－ム接合郤の局所テクトニク

スとして，次のようなモデルが挫案できる.

① 結節梅淵の成因は，III舳 地iS・ 末端における非刔

称でリス｝ljツタなiE 断 層 活姉に よる半|胞導形喩であ

る．￥地溝の側方を隕るトランスファー断屑はヶイント

ランスフォーム断 層に重 複するため．活鉤的トラ ンス

フォーム断層は海嶺軸の隔皺区間からl冫み出す．この結

果，群倣軸火|||帯 が活トランスフｌ－ムによる「引 きず

り」を受けたｌ 扣を呈する．

② 低速海底拡人とされる大西il･;lll决海 敬で1。RTI

は海屋軸での火111活動 （¥;脈 貫 入活動3 の寄与がとくに

小さく．余計に拡人遠ll が迦いため，纃秡地峨や全休の

プレート理動逑ji に 合わせるような爾ｉ 作川か必然的に

生しる．ａ脈活動で不足した分の拡大fi.
 -f-
地溝 型の紡

閲匐a の形成発達が初嗔している．

５． お わ11 に

大iq 洋 中 央 海 嶺 を 特 徹 づ け る ＲＴＩ内 角 惻 に 隣 接 す る 結

節 海gl と 内 角 高 地 の 成li は， 表 層 の 半地 泌 彫 成 モ デ ル で

一 応丿甓l･1で き た 。 ＲＴＩの 夕町「｣鯏 も【･;|綵 の 覘lljがI･卩jlで あ

ろ う ． し か し ． 海 嶺 紬 に おけ る 伝 播 性 の 分 節 現 象{ ｓＣｇ･

me1112tiolj や 海 巓 佃|を 沈 降 さ せ る 原 川 に つ い て は ，マ ン

ト ル ダ４ ナ ミ タ 又を 包 含 し た テ ク} エ ッ クモ デ ル か 必 懼

七さ れ る．

さ ら に．|･ ラ ン スフ ォ ー ム 断 層 の119鵐 溜 分 の 災 さ はII･i

かIJIめ てい る め か， 断 麟 夕)1.11凶 やJjl;･11jい つ ど の よ う に

変 化 す る夕)か な ど 七い･j た ト ラ ン ス フ ォ ー ム 断 層 持 有 の

間 赳 は.j111J; マ ン １ ルの 構 造 や？ 仙 のttlj に 白j3 せ て.

lll
し い 觧IIⅢl 今 後 力 』 咄 であ る.． 濠 海 底 で 起 こ-j てい る

テ タ|･ ニ タ Ｘ の 觧Iり|:1よ うペベ 端 諳 に た と り ４ い た ば か

･j であ る が ． ぬ 層 力 熱 李 活i 』|や 断 裂 の 形 態 ４･ど ． モ デ ル

Vf

や仮親の検証に不可欠な基＊ 的観察資料が欠けているの

が現状である｡通 い将来｡再 び『よこすか／しんかい6800 』

の航海によって。こ弓した,原題に アプローチできる機 公

がめぐｰｺ て 来ることをjUHさし ている。
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写 真 ｌ 海 倣 柏 火 山 休 山駸 の 崖 鏐 を 切 る断 射a! 。 こ の 浙ｌ は

海 嶺 軸 を横 切 る 聚 同 性 剔 叨 断 層 であ り． ＲＴＩ半 地 溝

の ト ラ ン スフ ァ ー断 層 の 一 鴿 と み ら れ る （ｌ 加6 滸

航 ， ホ膃4,841111

Pholo l Steep ｌａｕll scarp ｏｌ E-W tr ｃｌｄｉｌｇ ｄｅｘ【rallr ａｌs･

for  fault culling slQpe deliris of ail a ｘial basalt

vｏｌｃａｌｏ ｀Shilka1 6500 ’ Dive 206. 4,8･lm water

deplh ）

了 真 ２ 断 層崖 を 裂
り
て流 れ下 る 玄武ｇ チ Ａ－ プ 状 溶 岩， 海

倣 軸 火山蜃 の 稜線 に並 走 す る断 層（第206 潛 乢 水 漾

4.S87m ）

Photo 2 E10ngaled lllb ｕlar baｓalt laｖａｓ floｗed dQw ｎ on

the fault ｓご･arplet parallel lo the ridge cr司１ ０ｆ

neovolcanic z ｏｎｅ ｉｎ WMARK-RTI area. “Shin･

ka16500 ’ r）ive206,4,887m w ａｌｅr depth)

-･｢ ●　　　　　　　　･-」　I

乍 真 ３ 梅 嶺 ・ ト ラ ン スフ・ － ム後 裔 洵;の1斬閥 谷 底 で 観 察 さ

れ たF｣|誌 状 小 孔 。直 径妁20cm の 円 孔|句部 に鱗 状 猜 心

か 兄え る( 第 匍6 潜 吐 。 水 深4.97Qm) 。

聆 ｏｌｏ ３ Laminated ｓodinlelllｓ ａrｅ ｅｂｓel･ｖed in a 2 齔 ｍ

'dia11､eleT c3･】indric ho】ｃ ａｌ ｌｈｅ WMARK-RT 】

chaonel.'Shillka1 6541011 Dii･e 206, ･ij70mw ａｌｅr

depth}

写 真ｌ　 ト ラ ン ヌ;ブ ‾ ム谷 訛壁 の 傾斜 変換 綿1･t延 で遭 遵 し

た逆 内 き の 氈翦 刔al と細 毘い 濤獣 凹地（駟2 ●9潜敍 ）

Phe10 4 Ra･e119e facing* ｓcal･plet ald iiannv lr911gh along

aeiiv･elTallｓforｍａｌ Ｗｅｓｌ ＭＡＲＫａrｌａ. ｀Shillkai

S500 ” Dj､･e 209.
 -J
 ^17rii walel･ depth)
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